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代表者名 浦上典江 

連絡先 

住所 岡山県岡山市北区番町 2-3-27 

TEL （代表）090-6400-6022、（担当）090-7508-7524 
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URL  

設立年（西暦）       1984 年 （2016 年 NPO 法人認証） 

助成活動名 オンラインなどによる日本語学習支援 

助成額     300,000 円 

活動内容 

目的 

 
平日仕事をしている外国人や、通学に難のある外国人の方々に、週末や夜間な
どの柔軟時間帯で受講しやすい学習の場を提供することを目的とします。 
日本語指導の両実務経験豊富な指導員を中心に、培ってきた日本語指導のノウ
ハウを活かしています。また通信や入出力デバイスなど機材の利活用を工夫す
ることで、オンラインの場に適合していく方法を模索・実践・検証・構築し、
対面での授業と遜色のない学習効率を実現したオンライン授業の提供を目指し
ています。 
また、日本語能力が向上してきた受講生に対しては、日常生活における悩みや
困りごとにも対応できるよう、支援の範囲を段階的に拡充しています。 
 

内容 

 
オンラインミーティングサービス（Zoom）を使用し、双方向でのコミュニケー
ションが可能な状態でオンライン日本語授業を実施します。 
原則、各受講生に 2 回／週、1 回 1 時間を実施します。 
指導範囲はゼロスタートから、上級まで。 
各授業実施時刻は、受講生と指導員の間でお互いの都合をすり合わせ、柔軟に
決定します。 
各授業の受講生人数は１～5 人（目安：2～3 人）の範囲で実施します。 
また、受講生の災害への不安の払拭、低減を模索します。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

防災知識に加えて就職に役立つ資格取得など幅を広げた支援の検討、支援方法の
模索をしました。 

成果 

2025 年度授業実施回数：405 回、907 人回 
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オンライン授業は例年通り実施し、公募は閉じておりましたが、口コミなどでの
新規の受講希望者からの問い合わせも継続して受け付けました。 
また、防災知識、資格取得などの支援の可能性も検討しました。 
 

今後の課題と対
応策 

 
オンライン日本語授業の継続的な運営に向けて、これまで数年にわたり受講料の有料化に
ついて団体内で協議・検討を重ねてきました。しかし、受講者の出身国や地域による経済
状況の差が大きく、一律の受講料を設定することは現実的ではないとの結論に至っていま
す。 
一方で、無償のボランティア活動のみを前提とした運営では、多くの人材の継続的な協力
を得ることが難しく、事業の長期的な継続性の観点から課題があります。 
今後は、これまでの授業運営で蓄積したノウハウや教材開発の成果を活用し、受講料収入
に依存しない新たな収益事業の検討や、多様な資金確保の仕組みづくりを進め、事業の持
続可能性向上に取り組んでいきます。 
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